
平成26年度 平成27年度 伸び率 平成28年度 伸び率 平成29年度 伸び率

児童数 44,400 43,900 △ 1.13 43,100 △ 1.82 43,200 0.23
学級数 835,000 820,000 △ 1.80 828,000 0.98 850,000 2.66
学校数 9,177,000 9,228,000 0.56 9,181,000 △ 0.51 9,079,000 △ 1.11
生徒数 42,000 41,300 △ 1.67 40,400 △ 2.18 40,700 0.74
学級数 1,028,000 1,008,000 △ 1.95 1,010,000 0.20 1,042,000 3.17
学校数 9,227,000 9,126,000 △ 1.09 8,778,000 △ 3.81 8,594,000 △ 2.10
教職員数 6,805,000 6,780,000 △ 0.37 6,668,000 △ 1.65 6,563,000 △ 1.57
生徒数 75,100 73,100 △ 2.66 70,300 △ 3.83 69,600 △ 1.00
人　　　　　口 4,910 5,060 3.05 5,090 0.59 5,140 0.98
小学校就学前子どもの数 352,000 366,000 3.98 360,000 △ 1.64 369,000 2.50

１　徴税費 世帯数 4,650 4,540 △ 2.37 4,530 △ 0.22 4,380 △ 3.31
戸籍数 1,300 1,210 △ 6.92 1,190 △ 1.65 1,170 △ 1.68
世帯数 2,200 2,020 △ 8.18 2,160 6.93 2,090 △ 3.24
人口 1,890 1,830 △ 3.17 1,910 4.37 1,820 △ 4.71
面積 1,090,000 1,043,000 △ 4.31 1,043,000 0.00 1,038,000 △ 0.48

人　　　　　口 1,700 1,410 △ 17.06 740 △ 47.52 420 △ 43.24

（八、九、十後略）

六
総
務
費

２　戸籍住民基本台帳費

３　地域振興費

七　地域経済・雇用対策費

（一、二中略）

（四、五中略）

単位費用（市町村分）

個別算定経費

区　　　分

三
教
育
費

１　小学校費

２　中学校費

３　高等学校費

４　その他の教育費

12
月
会
議
は
12
月
12
日

～
14
日
の
日
程
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く

職
員
等
の
給
与
等
の
改
定

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

職
員
給
は
、
国
家
公
務

員
に
準
じ
て
４
０
０
円
を

基
本
に
し
つ
つ
も
、
初
任

給
が
１
，
０
０
０
円
と
若

年
層
を
重
点
に
し
た
引
き

上
げ
で
し
た
。

町
長
等
、
議
員
の
期
末

手
当
も
国
に
準
じ
て
０
・

０
５
月
分
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

課
設
置
条
例
の
改
正
が

行
わ
れ
、
高
齢
化
が
進
む

中
、
健
康
福
祉
課
か
ら
分

離
し
て
「

長
寿
支
援
課
」

が
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

地
方
交
付
税
が
確
定
。

６
，
０
６
８
万
円
余
増
額

し
、
今
年
度
は
３
７
６
，

３
９
６
万
円
余
で
、
当
初

予
算
よ
り
６
，
０
０
０
万

円
余
の
増
で
す
が
、
前
年

度
決
算
額
よ
り
約
2
億
円

少
な
く
な
り
ま
す
。

地
方
交
付
税
の
肩
代
わ

り
借
金
で
あ
る
「

臨
時

財
政
対
策
債
」
は
３
，
６

５
０
万
円
少
な
く
な
り
、

３
４
，
３
４
９
万
円
余
と

な
り
ま
し
た
が
、
交
付
税

の
約
１
割
を
借
金
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
現
実
は

問
題
で
す
。

国
庫
支
出
金
が
４
，
９

０
０
万
円
余
増
額
と
な
り

ま
し
た
が
、
う
ち
３
，
８

０
０
万
円
が
障
害
者
総
合

支
援
給
付
の
負
担
金
で
、

県
負
担
金
１
，
９
０
０
万

円
含
め
て
、
歳
出
で
は
７
，

９
４
４
万
円
給
付
金
が
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
支
援
給
付
事
業
の
負

担
割
合
は
国
が
４
分
の
２
、

県
と
町
が
４
分
の
１
ず
つ

と
な
っ
て
い
る
た
め
町
も
、

１
，
９
０
０
万
円
の
負
担

増
の
補
正
と
な
っ
て
い
ま

す
。定

住
促
進
補
助
金
は
目

標
の
80
件
を
90
件
に
引
き

上
げ
る
た
め
３
８
０
万
円

増
加
。
定
住
が
促
進
し
、

人
口
減
少
が
少
し
で
も
抑

制
さ
れ
る

こ
と
を
期

待
し
た
い

も
の
で
す
。
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新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
、
お
元
気

で
す
か
。

政
府
の
新
年
度
予
算
編
成
の
動
き
を

見
て
い
る
と
地
方
交
付
税
な
ど
の
国
民

生
活
直
結
の
予
算
が
減
ら
さ
れ
、
「

軍

備
増
強
」
の
予
算
増

額
が
際
立
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
。

軍
事
費
に
群
が
る

企
業
群
が
日
米
、
い

や
国
際
的
に
も
暗
躍
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
、
背
筋
が
寒
く
な
り
ま
す
。

「

あ
の
人
た
ち
」
に
は
、
人
間
の
営

み
で
は
な
く
、
「

利
潤
拡
大
」
し
か
見

え
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
。

地
方
自
治
を
守
り
、
生
活
優
先
の
政

治
を
め
ざ
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

美
里
町
議
会
議
員

我

妻

薫

我
妻
か
お
る
後
援
会
の

事
務
所
開
き
が
、
年
の
瀬

も
迫
っ
た
24
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

地
域
の
方
々
は
じ
め
、

県
内
の
働
く
仲
間
た
ち
も

多
数
駆
け
つ
け
て
、
我
妻

か
お
る

の
今
後
の
活
動

に
対
す
る
あ
つ
い
激
励
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

働
く
人
や
お
年
寄
り
が

明
日
の
生
活
に
不
安
を
抱

き
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来

に
も
不
安
を
強
め
る
昨
今

で
す
。

地
方
自
治
は
民
主
主
義

の
学
校
と
も
い
わ
れ
、
生

活
の
基
盤
で
あ
る
平
和
と

安
全
を
守
る
砦
で
も
あ
る

こ
と
を
基
本
に
す
え
、
活

動
を
強
め
て
い
く
こ
と
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

号

外

地方交付税とは

地方公共団体間の財政不均衡を是正し、必要な財源を保障するため、

国から地方公共団体に対して交付される地方の固有財源。

財政不足額から算定される普通交付税と、災害時などに交付される

特別交付税とがあります。

国税のうち、所得税と酒税・法人税・たばこ税・消費税の収入額の

一定割合が充てられます。

財源不足額は、

「基準財政需要額」－「基準財政収入額」＝「財源不足額」

として算出され、「需要額」の根拠に使われるのが「単位費用」で、

下表に主なものを示しましたが、毎年のように数値が変わり、しかも

引き下げられている項目が多くなっています。

「需要額」が減れば「不足額」が減り、「交付額」が少なくなると

いうわけです。



（

問
）
国
保
の
県
単
位

化
で
示
さ
れ
た
納
付
金
額

は
。

（

答
）
試
算
の
結
果
平

成
28
年
度
の
決
算
額
に
対

し
て
3.3
％
の
減
少
と
な
っ

た
。

（

問
）
納
付
金
の
算
出

に
当
た
っ
て
町
の
か

か
わ
り
は
。

（

答
）
算
定
す
る
た

め
の
資
料
を
提
供
し

最
終
的
に
は
県
が
納

付
金
の
額
を
決
定
す

る
。

（

問
）
財
政
調
整
基

金
の
活
用
に
変
化
は

な
い
の
か
。

（

答
）
大
幅
な
減
収

及
び
高
額
な
医
療
費

の
発
生
等
の
影
響
を
調
整

し
事
業
の
円
滑
化
と
健
全

な
運
営
の
確
保
を
目
的
に

し
て
い
る
が
、
納
付
金
額

に
徴
収
額
が
不
足
し
た
場

合
の
補
て
ん
も
考
え
ら
れ

る
。

（

問
）
医
療
給
付
費
の

ほ
う
が
多
く
な
っ
た
場
合

（

問
）
原
子
力
災
害
避

難
、
石
巻
市
民
の
避
難
受

け
入
れ
は
。

（

答
）
12
月
１
日
に
石

巻
市
民
の
広
域
避
難
に
関

す
る
協
定
を
締
結
、
人
道

的
な
観
点
か
ら
も
石
巻
市

民
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と

し
た
。

（

問
）
本
町
職
員
の
関

わ
り
は
ど
う
か
。

（

答
）
作
成
中
の
避
難

所
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

今
後
詰
め
て
い
く
。

（

問
）
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
の
予
定
は
。

（

答
）
山
形
県
の
最
上

地
方
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
も
含
ま
れ
る
の
で
調

整
等
も
あ
る
。
で
き
る
だ

け
早
目
に
。

（

問
）
全
市
町
村
で
の

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
、
受
け
入
れ
自
治

体
へ
の
要
員
配
置
等
実
効

性
あ
る
体
制
整
備
を
求
め

る
よ
う
常
任
委
員
会
で
提

言
し
た
が
県
へ
の
意
見
反

映
は
。

（

答
）
全
県
的
に
全
て

の
自
治
体
を
巻
き
込
ん
で

の
議
論
に
は
現
状
で
は
な
っ

て
い
な
い
。

（

問
）
広
域
避
難
を
含

め
た
全
町
民
対
象
の
訓
練

は
。

（

答
）
全
町
民
が
参
加

し
て
の
避
難
訓
練
は
必
要

と
考
え
る
の
で
、
実
施
方

法
も
含
め
て
今
後
検
討
。

（

問
）
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

対
応
、
国
は
ど
う
い
う
事

態
を
想
定
し
て
の
指
示
な

の
か
わ
か
ら
な
い
。
核
弾

頭
に
頭
を
抱
え
て
も
ど
う

し
よ
う
も
な
い
。
福
島
の

原
発
で
さ
え

も
あ
ん
な
大

変
な
問
題
を

起
こ
し
て
い

る
の
に
、
核

の
恐
ろ
し
さ

を
本
当
に
理

解
し
て
い
な

い
、
と
言
わ

ざ
る
を
得
な

い
。
ど
う
思

う
か
。

（

答
）
同
じ

考
え
だ
。

町
で
は
対
処

し
か
ね
る
。

（

問
）
粘
り
強
く
話
し

合
う
大
切
さ
を
教
育
の
原

点
に
。

（

答
）
言
わ
れ
る
と
お

り
。

＊
＊地

震
と
か
、
あ
る
い
は

火
山
な
ど
自
然
の
力
は
人

間
は
防
ぎ
よ
う
が
な
い
で

す
。
し
か
し
、
戦
争
は
人

間
が
起
こ
す
も
の
で
す
。

敵
対
心
を
あ
お
る
こ
と
で

は
な
く
、
粘
り
強
く
話
し

合
い
で
ぶ
つ
か
り
あ
い
を

解
消
し
て
い
く
こ
と
、
そ

れ
を
教
育
の
基
本
に
、
教

育
委
員
会
は
対
応
し
て
ほ

し
い
こ
と
を
付
け
加
え
て

質
問
を
終
わ
り
ま
し
た
。

＊
＊
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【

編
集
後
感
】

○

東
日
本
大
震
災
か

ら
七
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、マ
ス
コ

ミ
を
見
て
い
る
と
、
も

う
過
ぎ
去
っ
た
も
の
と

し
て
、
２
０
２
０
年
の

「

東
京
」
に
国
民
の
関

心
移
そ
う
と
し
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

●
「

東
京
」
で
は
競
技

場
等
の
建
設
関
係
だ
け

で
も
多
く
の
労
働
者
が

吸
収
さ
れ
、
震
災
被
災

地
で
は
労
働
者
不
足
、

コ
ス
ト
ア
ッ
プ
な
ど
で

復
興
は
遅
れ
気
味
で
す
。

○

一
方
、
福
島
原
発
の

廃
炉
作
業
で
は
多
く
の

労
働
者
が
被
曝
し
、
命

さ
え
も
奪
わ
れ
て
い
る

事
実
が
隠
さ
れ
て
い
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●

大
企
業
に
は
多
額

の
内
部
留
保
金
が
増
え

続
け
て
い
る
の
に
、
多
く

の
労
働
者
に
は
分
配
さ

れ
な
い
た
め
、
購
買
力

は
上
昇
せ
ず
、
将
来
へ

の
不
安
は
増
大
す
る
ば

か
り
で
す
。

○

子
ど
も
た
ち
の
未

来
に
安
心
と
安
全
を
！

は
ど
う
対
応
か
。

（

答
）
医
療
費
が
増
大
し

た
場
合
、
そ
の
分
は
翌
年

度
に
調
整
す
る
。

（

問
）
町
民
に
と
っ
て
の

メ
リ
ッ
ト
は
。

（

答
）
将
来
的
に
県
内
市

町
村
間
の
不
公
平
感
が
解

消
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

町
民
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

が
ど
う
か
は
現
段
階
で
は

は
っ
き
り
言
え
な
い
。

（

問
）
県
単
位
化
に
な
れ

ば
減
免
な
ど
の
負
担
軽
減

は
県
内
全
部
同
じ
条
例
で

済
む
の
で
は
な
い
か
、
議

論
は
ど
う
か
。

（

答
）
今
回
の
都
道
府
県

化
に
向
け
て
は
統
一
し
な

い
、と
議
論
の
テ
ー
ブ
ル
に

は
の
っ
て
い
な
い
。

安
倍
内
閣
は
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア

の
導
入
を
決
定
。
２
基
合
計
で
約
２
千

億
円
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
新
型
護
衛
艦
２
隻
の
調
達
費

１
，
０
５
５
億
円
等
々
。

そ
の
一
方
で
、
地
方
交
付
税
３
千
億

円
削
減
。
社
会
保
障
費
１
，
３
４
０
億

円
削
減
。
生
活
保
護
費
１
６
０
億
円
削

減
。
生
活
に
直
結
す
る
経
費
が
新
年
度

予
算
で
は
大
幅
に
削
減
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

そ
う
で
す
。

ア
メ
リ
カ
を
狙
っ
て
い
る
北
朝
鮮
の

ミ
サ
イ
ル
対
策
に
、
国
民
生
活
を
犠
牲

に
し
て
ま
で
多
額
の
税
金
を
つ
ぎ
込
む
、

し
か
も
、
イ
ー
ジ
ス
艦
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
も

含
め
て
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
産
業
の
商
品

で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
「

前
方
基
地
」

に
甘
ん
じ
て
多
額
の
税
金
を
つ
ぎ
込
む

の
で
は
な
く
、
生
活
保
障
に
使
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。


